
綾
瀬
市
役
所
・
綾
瀬
市
商
工
会「
あ
や
せ
技
能
五
輪
」

溶
接
の
部
優
勝
は
鶴
田
氏

焦
点
＝
半
導
体
産
業
を
支
え
る
パ
イ
プ
溶
接

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
対
策
、ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
溶
接

鈴
木
商
館
が
岩
手
に
新
工
場

レ
ー
ザ
に
よ
る
錆
除
去
技
術
開
発
へ

古
河
電
工
と
常
石
造
船
が
共
同
で

大
成
建
設
の
Ｔ
―
Ｈ
Ｒ
構
法

建
築
技
術
性
能
証
明
を
取
得

溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
製
造
の
三
和
工
業

負
債
１
億
円
で
破
産
手
続
開
始
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新
設
し
た
岩
手
事
業
所

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
内
の
パ
イ
プ
溶
接

火
花
を
散
ら
し
た
溶
接
競
技
の
も
よ
う

溶
接
の
部
優
勝
の
鶴
田
氏
㊨
と
準
優
勝
の

鄭
氏

　
三
和
工
業
（
資
本
金
１

０
０
０
万
円
、
岡
崎
市
大

樹
寺
１
―

―

、
代
表

・
高
比
良
篤
司
氏
）
は
、

９
月

日
に
名
古
屋
地
裁

岡
崎
支
部
か
ら
破
産
手
続

き
開
始
決
定
を
受
け
た
。

財
産
状
況
報
告
集
会
期
日

は
２
０
２
３
年
１
月

日

午
後
３
時

分
。

　
同
社
は
１
９
９
５
年
創

業
、
２
０
０
６
年
６
月
に

法
人
改
組
し
た
機
器
設
置

工
事
業
者
。

　
地
元
メ
ー
カ
ー
や
機
械

商
社
な
ど
を
得
意
先
に
有

し
、
自
動
車
製
造
設
備
、

溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
、
搬
送
装

置
、
金
属
工
作
機
械
の
設

計
や
製
造
、
設
置
な
ど
を

手
が
け
、

年
４
月
期
に

は
売
上
高
約
９
億
円
を
計

上
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、

年
中
に
別

会
社
を
設
立
し
、
人
材
派

遣
部
門
を
同
社
へ
事
業
移

管
し
た
こ
と
も
あ
り
、


年
４
月
期
の
売
上
高
は
約

４
億
円
に
ダ
ウ
ン
。

　
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
に
伴
い
、
得
意
先
の
設

備
投
資
が
先
送
り
と
な
る

ケ
ー
ス
が
多
々
見
ら
れ
た

こ
と
で
、受
注
が
減
少
し
、

業
況
は
大
幅
に
悪
化
。
金

融
債
務
の
返
済
を
リ
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
し
、
立
て
直
し

を
図
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
支
払
い
遅
延

が
常
態
化
す
る
な
ど
資
金

繰
り
は
ひ
っ
迫
し
、
先
行

き
の
見
通
し
が
立
た
な
い

こ
と
か
ら
今
回
の
措
置
と

な
っ
た
。
負
債
は
債
権
者

約

人
に
対
し
て
約
１
億

円
の
見
込
み
だ
が
、
今
後

変
動
す
る
可
能
性
が
あ

る
。

　
神
奈
川
県
の
綾
瀬
市
役

所
と
綾
瀬
市
商
工
会
は


月
２
日
に
、
「
２
０
２
２

年
度
綾
瀬
市
優
良
技
能
者

等
表
彰
式
」
を
綾
瀬
市
商

工
会
議
所
で
共
同
開
催
。

当
日
、
市
内
の
優
良
技
能

者
８
人
、
優
良
事
業
所


社
、
優
良
従
業
員
７
人
、

綾
瀬
市
工
業
振
興
企
業
誘

致
課
が
開
催
し
た
「
あ
や

せ
技
能
五
輪
」
の
溶
接
の

部
・
板
金
の
部
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
選
手
計
４

人
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

月
３
日
・

日
に
開

催
さ
れ
た
市
内

８
企
業
の
８
人

が
炭
酸
ガ
ス
ア

ー
ク
半
自
動
溶

接
の
技
術
を
競

う
「
あ
や
せ
技

能
五
輪
」
の
溶

接
の
部
で
最
優

秀
技
能
者
（
市

長
賞
）
に
輝
い

た
の
は
栄
和
産

業
の
鶴
田
恭
平

氏
、
優
秀
技
能

者
（
商
工
会
長

賞
）
は
ア
ー
ル
・
テ
ィ
ー

の
鄭
朋
松
氏
だ
。

　
優
勝
し
た
鶴
田
氏
は

「
溶
接
士
に
な
っ
て
４
年

目
だ
。
自
信
は
あ
っ
た
が

優
勝
で
き
た
こ
と
は
嬉
し

い
。
日
常
的
に
は
２
・
３

㍉
の
鋼
板
を
溶
接
し
て
ト

ラ
ッ
ク
部
品
を
手
掛
け
て

い
る
。
溶
接
士
に
大
切
な

の
は
、
繰
り
返
し
作
業
で

あ
っ
て
も
自
分
な
り
に
工

夫
し
て
試
し
て
み
る
こ
と

だ
。
先
輩
溶
接
士
の
教
え

は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
集
め
た
情
報
な

ど
を
、
一
つ
ず
つ
試
し
、

精
査
し
て
、
自
分
な
り
の

最
適
な
溶
接
条
件
を
見
つ

け
出
し
て
腕
を
磨
い
て
き

た
。
今
後
は
、
綾
瀬
市
の

溶
接
競
技
会
に
臨
む
後
輩

溶
接
士
の
指
導
に
あ
た

る
」
と
話
す
。

　
準
優
勝
の
鄭
氏
は
「
溶

接
士
と
し
て
は
１
年
だ
。

日
常
的
に
は
１
・
６
㍉
の

鋼
板
で
各
種
機
器
を
置
く

架
台
を
製
造
し
て
い
る
。

ア
ー
ル
・
テ
ィ
ー
に
入
社

す
る
前
は
、
別
の
会
社
で

組
み
立
て
作
業
者
と
し
て

技
能
実
習
を
行
っ
て
い

た
。
溶
接
作
業
は
、
よ
り

専
門
性
が
高
い
技
能
の
た

め
、
今
後
も
腕
を
磨
き
た

い
」
と
話
す
。

　
上
位
２
人
の
作
品
は
今

後
１
年
間
、
綾
瀬
市
役
所

の
展
示
ホ
ー
ル
に
て
展
示

さ
れ
る
。
最
優
秀
技
能
者

に
は
、
市
長
賞
と
し
て
賞

状
と
綾
瀬
市
の
名
産
品
詰

め
合
わ
せ
、
優
秀
技
能
者

に
は
、
綾
瀬
市
商
工
会
長

賞
と
し
て
賞
状
と
カ
タ
ロ

グ
ギ
フ
ト
が
贈
ら
れ
た
。

　
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

次
の
通
り
。
開
会
の
言
葉

を
綾
瀬
市
産
業
振
興
部
長

の
浦
山
豊
氏
。
式
辞
を
古

塩
政
由
綾
瀬
市
長
、
笠
間

茂
治
綾
瀬
市
商
工
会
会

長
。
来
賓
祝
辞
を
綾
瀬
市

議
会
副
議
長
の
齋
藤
慶
吾

氏
、
神
奈
川
県
議
会
議
員

の
綱
嶋
洋
一
氏
、
県
央
地

域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
企

画
調
整
部
長
の
村
岡
忠
博

氏
。
受
賞
者
代
表
挨
拶
を

野
口
製
作
所
の
櫛
田
至
良

氏
。
閉
会
の
言
葉
を
綾
瀬

市
商
工
会
商
業
部
会
長
の

加
藤
伸
一
氏
。

　
半
導
体
不
足
が
産
業
界

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る

中
、
国
内
に
お
い
て
も
製

造
工
場
を
増
設
・
新
設
す

る
動
き
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
合

わ
せ
て
関
係
す
る
溶
接
事

業
所
に
お
い
て
も
対
応
す

る
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
。
鈴
木
商
館
（
東
京
・

板
橋
区
、鈴
木
慶
彦
社
長
）

は
今
年
３
月
に
東
北
支
店

岩
手
事
業
所
を
移
転
・
拡

張
。
工
業
の
盛
ん
な
北
上

市
に
約
３
万
２
５
５
４
平

方
㍍
の
敷
地
を
確
保
。
事

務
所
や
高
圧
ガ
ス
容
器
置

き
場
の
ほ
か
、
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
を
備
え
た
半
導
体

設
備
向
け
パ
イ
プ
工
場
を

設
置
し
、
半
導
体
向
け
事

業
の
強
化
を
図
る
。
　
　

　
　
　
◇
　
　
◇

　
半
導
体
の
製
造
に
お
い

て
は
成
膜
、エ
ッ
チ
ン
グ
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
様
々

な
工
程
で
「
半
導
体
材
料

ガ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
各
種

高
圧
ガ
ス
が
使
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
半
導
体
製

造
装
置
に
は
高
圧
ガ
ス
の

配
管
が
欠
か
せ
ず
、
広
大

な
半
導
体
製
造
工
場
の
中

に
は
縦
横
無
尽
に
ガ
ス
配

管
が
走
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
半
導
体
は
回
路

上
に
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
と
呼

ば
れ
る
ゴ
ミ
が
あ
る
と
動

作
不
良
に
つ
な
が
る
。
こ

の
た
め
半
導
体
製
造
装
置

は
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
が
入
ら

な
い
よ
う
な
厳
し
い
管
理

の
基
に
設
置
さ
れ
る
。
こ

の
た
め
半
導
体
製
造
装
置

に
使
わ
れ
る
配
管
類
も
製

造
工
程
で
パ
ー
テ
ィ
ク
ル

が
付
着
し
な
い
よ
う
に
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
中
で
製

造
さ
れ
る
。

　
鈴
木
商
館
岩
手
事
業
所

で
も
半
導
体
工
場
向
け
配

管
類
を
製
造
す
る
メ
イ
ン

作
業
エ
リ
ア
は
、
ク
ラ
ス

１
０
０
０
の
ク
リ
ー
ン
ル

ー
ム
と
な
る
。

　
同
事
業
所
で
は
、
約
数

百
種
類
も
の
部
材
を
組
み

合
わ
せ
て
半
導
体
工
場
で

使
用
す
る
配
管
類
を
製
造

す
る
。
使
用
す
る
パ
イ
プ

サ
イ
ズ
は
８
分
の
１
イ
ン

チ
（
外
径

・
５
㍉
、
厚

さ
２
㍉
）
か
ら
４
分
の
３

イ
ン
チ（
外
径

・
２
㍉
、

厚
さ
２
・
８
㍉
）
の
ス
テ

ン
レ
ス
鋼
管
が
多
い
と
い

う
。

　
こ
れ
ら
の
パ
イ
プ
を
切

断
、曲
げ
、テ
ィ
グ
溶
接
、

研
磨
に
よ
っ
て
製
造
す
る

が
、
工
場
レ
イ
ア
ウ
ト
に

合
わ
せ
た
長
さ
や
形
状
に

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

必
要
な
数
こ
そ
多
い
も
の

の
１
本
１
本
仕
様
が
異
な

る
た
め
、
多
品
種
少
量
生

産
と
な
る
。
こ
の
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
内
で
の
製
造
を

数
十
人
の
技
能
者
で
行
っ

て
い
る
。

　
各
工
程
は
ほ
ぼ
自
動
化

さ
れ
て
い
る
た
め
作
業
者

の
仕
事
は
、
ワ
ー
ク
の
セ

ッ
ト
や
シ
ス
テ
ム
操
作
と

な
る
が
、
パ
イ
プ
の
仕
様

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た

め
、
作
業
者
に
は
図
面
の

内
容
を
把
握
し
た
り
、
加

工
後
の
品
質
確
認
す
る
能

力
が
求
め
ら
れ
る
。ま
た
、

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
の
付
着
が

な
い
よ
う
に
加
工
部
を
仕

上
げ
る
研
磨
作
業
と
、
溶

接
の
一
部
は
作
業
者
の
技

能
が
求
め
ら
れ
る
。

　
「
突
合
せ
溶
接
に
は
自

動
溶
接
機
を
用
い
る
が
、

溶
接
で
曲
げ
を
作
っ
た

り
、
部
品
を
組
み
合
わ
せ

た
り
す
る
よ
う
な
配
管
の

製
造
に
は
溶
接
士
の
技
能

が
必
要
に
な
る
」と
す
る
。

　
こ
の
た
め
同
溶
接
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｚ
３
８
２
１
（
ス

テ
ン
レ
ス
溶
接
）
の
有
資

格
者
が
担
当
し
、
要
求
さ

れ
る
ワ
ー
ク
に
応
じ
て
ト

ー
チ
や
ジ
グ
を
使
い
分
け

な
が
ら
要
求
さ
れ
る
パ
イ

プ
を
製
造
す
る
。
当
然
、

同
溶
接
に
は
熟
練
し
た
技

能
が
必
要
に
な
る
が
、
同

事
業
所
は
ま
だ
操
業
し
て

か
ら
半
年
程
度
し
か
経
っ

て
い
な
い
た
め
、
現
状
で

は
熟
練
者
が
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
現

場
実
務
を
通
し
て
仕
事
を

教
え
る
研
修
方
法
）
で
若

手
を
指
導
し
て
お
り
、
今

後
、
仕
事
量
が
増
大
し
た

と
き
に
雇
用
と
合
わ
せ
て

ど
の
よ
う
な
教
育
体
制
を

敷
く
か
が
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
い
う
。

　
「
国
内
で
は
来
年
か
ら

再
来
年
に
か
け
て
大
型
半

導
体
工
場
の
新
設
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め

当
事
業
所
も
こ
れ
か
ら
仕

事
量
が
大
幅
に
増
え
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お

り
、
配
線
関
係
を
変
更
し

や
す
い
よ
う
に
天
井
に
設

け
た
り
、
予
備
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
る
な
ど
、
仕
事
の

状
況
に
合
わ
せ
て
工
場
内

の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
柔
軟
に

変
更
で
き
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後

は
作
業
者
の
確
保
も
難
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
社
員
の
採
用

に
力
を
入
れ
る
と
と
も

に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

進
め
る
な
ど
、
誰
も
が
働

き
易
い
職
場
環
境
の
構
築

に
も
努
め
て
い
る
」
と
職

場
環
境
に
つ
い
て
ハ
ー
ド

面
の
整
備
を
強
調
す
る
。

　
一
方
、
教
育
な
ど
の
ソ

フ
ト
面
に
つ
い
て
は
「
仕

事
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
シ
フ
ト
を
組
ん
で
作

業
者
が
全
て
の
工
程
を
経

験
で
き
る
よ
う
に
し
、
多

能
工
化
を
進
め
て
い
る
。

た
だ
、
溶
接
技
能
の
よ
う

に
習
得
に
専
門
の
知
識
や

技
能
が
必
要
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
資

格
の
取
得
な

ど
と
合
わ
せ

て
効
率
の
良

い
教
育
方
法

を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ

だ
」
な
ど
と

す
る
。

　
自
動
車
の

Ｅ
Ｖ
化
な
ど

に
伴
っ
て
半

導
体
の
需
要

は
今
後
も
拡
大
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

同
事
業
所
の
半
導
体
設
備

向
け
パ
イ
プ
の
出
荷
量
も

３
月
の
操
業
以
来
、
右
肩

上
が
り
に
推
移
し
て
お

り
、
今
後
も
着
実
に
成
長

し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
同

事
業
所
で
は
「
当
事
業
所

に
お
い
て
半
導
体
設
備
向

け
パ
イ
プ
製
造
は
、
ガ
ス

の
販
売
な
ど
既
存
事
業
と

並
ぶ
大
き
な
柱
の
一
つ
だ

が
、
全
社
的
に
も
事
業
の

柱
と
な
る
よ
う
に
成
長
さ

せ
て
い
き
た
い
」
と
し
、

今
後
の
展
開
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
る
。

　
古
河
電
工
（
東
京
・
千

代
田
区
）
と
常
石
造
船

（
広
島
県
福
山
市
）
は


月

日
、
産
業
用
レ
ー
ザ

で
培
っ
て
き
た
溶
接
・
切

断
・
表
面
処
理
な
ど
技
術

を
応
用
し
、
船
舶
修
繕
に

お
け
る
錆
・
塗
膜
除
去
の

シ
ス
テ
ム
開
発
に
向
け
て

共
同
で
実
証
実
験
を
開
始

し
た
と
発
表
し
た
。

　
現
在
、
主
流
の
船
舶
修

繕
に
お
け
る
錆
・
塗
膜
除

去
の
工
法
で
あ
る
サ
ン
ド

ブ
ラ
ス
ト
工
法
は
、
研
削

材
な
ど
の
排
出
に
よ
る
大

気
・
海
洋
へ
の
影
響
の
観

点
で
課
題
が
あ
り
、
環
境

負
荷
の
低
減
と
労
働
衛
生

の
改
善
が
可
能
な
技
術
と

し
て
廃
棄
物
の
排
出
が
極

め
て
少
な
い
レ
ー
ザ
工
法

へ
置
き
換
え
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
持
続

可
能
な
事
業
運
営
に
向
け

て
環
境
負
荷
の
低
減
と
労

働
衛
生
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
た
常
石
造
船
は
、

古
河
電
工
が
産
業
用
レ
ー

ザ
で
培
っ
た
技
術
を
応
用

し
た
表
面
処
理
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
「
イ
ン
フ
ラ
レ
ー

ザ
」
を
船
舶
修
繕
に
お
け

る
レ
ー
ザ
工
法
に
活
用
す

る
こ
と
に
将
来
性
を
感

じ
、
両
社
で
共
創
に
向
け

た
検
討
を
開
始
し
た
。

　
常
石
造
船
の
船
舶
修
繕

を
担
う
工
場
に
て
予
備
実

証
実
験
を
行
い
、
屋
外
環

境
で
の
実
用
に
一
定
の
有

効
性
が
あ
る
と
判
断
で
き

た
こ
と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム

化
に
向
け
て
開
発
を
加
速

す
る
た
め
、
本
格
的
な
実

証
実
験
を
開
始
し
た
。

　
同
実
験
で
は
、
「
イ
ン

フ
ラ
レ
ー
ザ
」
を
は
じ
め

と
す
る
、
古
河
電
工
が
産

業
用
レ
ー
ザ
で
長
年
培
っ

て
き
た
金
属
加
工
技
術

を
、
船
舶
の
外
板
塗
装
の

下
地
処
理
に
お
け
る
錆
・

塗
膜
除
去
の
照
射
条
件
最

適
化
に
生
か
す
こ
と
で
、

対
象
物
へ
の
影
響
を
抑

え
、
環
境
負
荷
の
低
減
を

実
現
す
る
レ
ー
ザ
工
法
シ

ス
テ
ム
の
開
発
を
目
指

す
。

　
常
石
造
船
の
修
繕
部
門

が
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提

供
と
実
用
化
に
向
け
た
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

し
、
こ
れ
を
積
極
的
に
開

発
に
反
映
す
る
こ
と
に
よ

り
、
実
環
境
で
の
使
用
に

適
し
た
形
状
・
仕
様
に
最

適
化
を
進
め
て
い
く
。
両

社
の
共
創
に
よ
り
２
０
２

４
年
の
３
月
ま
で
に
、
船

舶
の
錆
・
塗
膜
除
去
に
お

い
て
従
来
の
サ
ン
ド
ブ
ラ

ス
ト
工
法
か
ら
置
き
換
え

が
可
能
な
レ
ー
ザ
工
法
の

完
成
を
計
画
し
て
い
る
。

　
大
成
建
設
（
相
川
善
郎

社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
２

０
２
１
年
に
開
発
し
た
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
Ｒ

Ｃ
造
）
建
築
物
の
耐
震
性

能
を
向
上
さ
せ
る
技
術

「
Ｔ
―
Ｈ
Ｒ
構
法
」
が
日

本
建
築
総
合
試
験
所
の
建

築
技
術
性
能
証
明
を
取
得

し
た
と
発
表
。
こ
れ
に
よ

り
、
超
高
層
建
築
物
か
ら

一
般
建
築
物
ま
で
様
々
な

規
模
や
用
途
の
建
築
物
へ

の
適
用
を
可
能
と
な
る
。

　
一
般
的
な
Ｒ
Ｃ
造
建
築

物
の
構
造
設
計
で
は
、
耐

震
性
を
確
保
す
る
た
め
、

梁
の
端
部
に
応
力
を
伝
達

し
、
柱
梁
接
合
部
で
の
塑

性
ヒ
ン
ジ
の
回
転
変
形
に

よ
っ
て
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
吸
収
す
る
こ
と
で
接
合

部
の
損
傷
を
防
ぐ
仕
組
み

が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
大
地
震
に
よ

る
過
大
な
変
形
が
建
築
物

に
生
じ
る
と
、
塑
性
ヒ
ン

ジ
が
回
転
変
形
す
る
限
界

を
超
え
、
柱
梁
接
合
部
の

内
部
に
ま
で
損
傷
が
進
展

す
る
恐
れ
が
あ
り
、
大
地

震
後
に
建
築
物
の
継
続
利

用
や
早
期
復
旧
を
行
う
た

め
に
は
、
柱
梁
接
合
部
で

の
損
傷
を
避
け
る
必
要
が

あ
る
。

　
そ
こ
で
同
社
は
、
梁
端

部
の
梁
主
筋
の
太
さ
、
強

度
、
本
数
を
変
化
さ
せ
、

大
地
震
時
に
発
生
す
る
塑

性
ヒ
ン
ジ
の
位
置
を
柱
面

か
ら
梁
中
央
側
に
移
動
さ

せ
る
方
法
（
ヒ
ン
ジ
リ
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ
り
、

接
合
部
に
生
じ
る
損
傷
を

防
い
で
耐
震
性
を
向
上
さ

せ
る
技
術
「
Ｔ
―
Ｈ
Ｒ
構

法
」
を
開
発
。
既
に
超
高

層
建
築
物
（
高
さ

㍍
を

超
え
る
建
築
物
）に
適
用
。

今
回
、
柱
梁
の
架
構
状
況

に
応
じ
て
適
用
で
き
る
従

来
構
法
に
新
た
な
構
法
を

加
え
、
建
築
技
術
性
能
証

明
を
取
得
す
る
こ
と
で
、

よ
り
幅
広
い
建
築
物
へ
の

対
応
が
図
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
同
社
で
は
「
安
全
安
心

で
耐
震
性
に
優
れ
た
高
品

質
な
Ｒ
Ｃ
造
建
築
物
を
提

供
す
る
た
め
、
様
々
な
規

模
や
用
途
の
建
築
物
に
対

し
て
同
構
法
の
適
用
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
」

と
し
、
今
後
の
展
開
に
期

待
を
寄
せ
る
。


